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再生産数
基本再生産数（basic reproduction number）

◦ まだ誰もその免疫を持っていない集団の中で、なんの干渉もない状態で、1人の
感染者が次に平均で何人にうつすかを表した指標

◦ 新型コロナウイルスでは2.5

実効再生産数（effective reproduction number）
◦ すでに感染が広がり、医療や感染対策が行われている実際の状況において、1
人の感染者が次に平均で何人にうつすかを示す指標

◦ 1より大きいと新規感染者数が増大し、1より小さいと新規感染者数が減少する。
◦ 2.5の20%は0.5、30%は0.75 ー 流行を収束するためには70～80％の感染機
会の減少が必要

簡単な計算法
◦ １感染周期（serial interval、ある人が感染して次の人に感染させるまでの平均期
間、新型コロナウイルスでは4.6日）の間に感染者数が変化する倍率



緊急事態宣言
開始解除
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東京都の感染者報告数と実効
再生産数の変化

緊急事態宣言
開始 解除
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感染予防対策が厳しいほど
実効再生産数は低くなる



日本の検査数は諸外国に比べて
少ない



新型コロナウイルス流行を収束さ
せるための方策
感染予防対策の継続
 マスクの着用

手洗い

換気をする

人と人の距離をとる（2 m、少なくとも1 m）
集まって会話しない、など

ワクチン接種（成人の70%以上）

 PCR検査の大規模な拡大
無症状感染者の診断と隔離保護は感染拡大の抑止のために必須

検査陰性パスポートの利用


